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このたびは、ノイズリダクションアダプターNRA3300 型、

をお買いあげ'いただき、ありがとうこざいます。

本機の機能を十分発揮させて効果的にご利用いただくため

に、この「取扱説明書」をご使用前に最後までお読みくだ

さい。お読みになったあとは保証書とともに必ず保存して

ください。

万一お使いになってぃるうちにわからないことがこざいま

したら、今一度お読みかえしください。

、ノ,
目 ι人

各部の名称と働き

安全上およびイ吏用上のご注意

特長

接続のしかた・

使いかたー

SUPER Dの原理

仕様

アフターサービスについて

三洋電機全国お客様ご相談窓口

おい>

SUPER D を理解してぃただくために、 SUPER D にっいて説明したデモ
イ、1j禹しておりますので、お手1寺ちのテーフワゞツキで度お聴きくださ'

トレーションテーフを

ステレオ音のエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです隣り近所への

配慮おもいやりを十分にいたしましょう

ステレオの音はあなたの心がけ次第で大きくも小さくもなります

特に静かな夜問には小さな音でも通りやすいものです

夜問の音楽鑑には特に気を配りましょう

窓を締めたりへッドホンをご使用になるのもーつの方法です

お互に心を配り快よい生活環境を守りましょう

ノ、、'^三ノ

あなたがレコード、ミュージックテープ、

ラジオ、テレビなどから録音したものは、

あなた個人として楽しむなどのほかは、著

作権法上の権利者に無断で使用はできませ

ん

1,4

2 ~ 3

3

5~ 6

フ~10

・11~12

13

13
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'部の名・、と

前面部

0

き ("働き"については4ページをごらんくださし、)

2

0 ^1就'^^延t^轟^OTa^ M゛3^

後面音K

@

^

8

3

ヲ詞 δ酉

0@@

全上'よび

設置場所について

次のような所は避けてください

●直射日光を受けたり、ストーブなどの発熱体

が近くにある場所。

●温気やホコリの多い場所。

.空気の流れが悪く、セットの放熱が妨けちれ

るような場所。

^^

噐」二のご'

の

田佃佃

%^j^、1
＼/

滅/1

゜{§を注1..',
.....,、1"無・③ 1
""""^1'、'ノ＼

、.・/゛"、"'ヘ~'.'4、il'.....
.

10

感電などにご注意を

●七ツトの中を開けて触れたり、改造したりし

ますと感電や事,牧につながることがあります

ので、絶★寸にしないでください

●誤って水に濡れたセットをそのまま使用しな

いでください感電や人災をまねく恐れがあ

ります

●セットの中に針や金属性のへアヒンなどが人

りますと故障の娠因となりますのでご注意く

ださい

●本機をアンフやテーフデッキと接続するとキ

または接絖しなおすときは、必ず芥機器の遜

源をU〕,てからおこなってください

電源を人れたままで接絖したりはずしたりし

ますと、大ハワ一のショック雑高でスヒーカ、

を破損させる恐れがあります、

●ご使Π1小、アンフの高11tツマミを 1:げたまま

本機の"Ⅱ源スイッチを on・off、す、ると、 ンヨツ

ク雑高がⅡ,,るj昜介があります。(,收障ではあり

ません)

竃源スイッチを on.off するときは、アンフの

音址ツマミを最小の位置にしてください

●ご使用中にテーフデッキやアンフなどのマイ

クのフラグを接続したりはずしたりするとき

も、ショック雑斉を防ぐためにアンフの斉!止

を最小の位置にしてくださいミツマ

直射日光

電源について

●本機の電源は必ずAC I0OV,50 60HZ でご

使用ください

●遍源フラグはコンセントに確実にさし込んで

ください

●亀源コードをはずすときは、必ずフラグを持

てはずしてください

●電源コードを濡れた手でさわらないでくださ

し、

熱気

15 Φ

ゞー＼、ン"'Lシゾ

ホコリ

ショック雑音についてのご注意

圭
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安个におよびf!1!川 1二のご注愆

お手入れのしかた

前面ハ才、ル、キヘ,ビ才ーソトなどが汚れたj易合に

は、,1迄いた柔らかい布で拭いてください

汚れがひどいときは、ノ」くまたは中性洗剤をうす

めて柔らかい布に浸し軽く拭き取ってください

ベンジン、シンナーなど揮発性の液や薬吊.なと

で拭きますと、キャビネットがおかされて変色

したりする原因となることがあります殺虫剤

などもキャビネットにかからないようにしてく

ださい

後面パネルの電源コンセント(非連)の容は10OW

ですので、消費力が10OW以下のオーディオ器

を接続してご使用ください。また、オーディオ機器

以外(炊飯器・アイロン・クーラーなど)の機器には

使用しないでください

特

テーフプッキは現在、オーディオ用の磁気録音

・再生装置として最も多く使用されており、ダ

イナミックレンジは約60dB ですが、生録音など

では90~10odBが必要とされています。

サンヨーオーディオ技術陣は、レベル圧縮・伸

張方式と相補型帯域分割方式を組合わせ、ダイ

ナミックレンジ拡大装置を開発し、その回路方
スーバーテー,スーパーグィナミソクサウント

式を"SU戸ER b"(super Dynamic sound
システム

Sys(em)と名づけました。この装置を本文中
スーJ、ー ワー^

でもSUPER D と呼びます

その主な特長は次の通りです

■異常や故障にお気づきのとき

長

直ちに使用を中止し、お買い上げ店または最寄

の当社お客様ご相談窓口娚嚇抵添付)にご相談く

ださい

1.カセットデッキで約10odBのダイナミックレ

ンジを確保できる。(約40dBの改善)

ワー^

D の原理(11~12ヘージ)をごら

2.カセットデッキでSN上ヒを約35~40dB改善で

きる。

3.雑音の,息づきブリージング現敦をほとんど

問題にならなし、程度に押えることができる。

4.直線圧縮伸張方式採用でレベルマッチング操

作が簡単にできる

5.鮮明でかつ応答速度の早いFLディスプレイ

レベルメーターを装備しており、ピークレベ

ルメーターとしてだけにも使用できる。
フローレソセント

FL : Fluorescent 蛍光表示管

6.キャリブレーション用 lkHZの発振器を内蔵

している

※詳しくはSUPER

んください
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各部の名称と

電源スイッチ(POWER)

押すと電源が入り、もう度押すと切れます

電源が入りますと、 FLディスプレイレベル

メーター内の目盛か'照明されます

き

@FLディスプレイレベルメーター

入出力信号(エンコードする前、デコ

た後)のレベルをヒーク表示します。

M IC端子

マイクを接続する端子です。

マイクを 1本(モノラル)のみ使用するj昜合は

L/mon0 に接続します

マイク

マルチプレフクス

0防P文ケイルタースィッチ(MPX FILTER)
FM放送をSUPER D録音するとき、19kH.

のMPX (マルチフレックス)信号をカットし

て、 SUPER D の誤動作を1坊止するための

スイチです

マイウ

のMIC入カレベル調整ツマミ
(MIC-1NPUT LEVEL-LINE)

MIC人カレベルを調整するツマミです奥に

あるツマミがし(左)チャンネル用、手前がR

右)チャンネル用です

L/mon0のみにマイクを接続してぃるj易合、

L (左)、 R (右)を同時に調整します

スノ、丁一

^SUPER 6スィッチ
OnでSUPER D を通した録音・再生、 0仟

でSUPER D を使わない録音・再生をする

ことができます

ライン

ΦL1而E入カレベル調整ツマミ
(MIC-1NPUT LEVEL-LINE)

LINE入カレベルを調整するツマミです奥

にあるツマミがし(左)チャンネル用、手市jが

R (右)チャンネル用です

レフウプレイ

@REC/PLAYスィッチ
録音のj昜合は、"rec"に、再生のナ昜合は、"play"

に切り換えます("rec"でエンコードする前

の音がモニターできます。)

@再生レベルキャリブレーションボリューム

(PLAY LEVEL)

デコード<再生>キャリプレーション用のボリ

ユームで、付属のマイナスドライバーでleft

(左)およびri宮ht(右)をそれぞれまわして調

整します

Φ入力端子(1N)

アンフのREC ('条音ル揣イ・とつなぎます

エンコーダーへの人力端子です

接続のしかた

田出力端子(OUT)

アンプのPB(再生ル譜イとつなぎます

デコーダーからの出力端子です

キャリブレーションスィッチ(CAL)

キャリブレーションをとるとき、このスイッ

チをonにすると、内蔵の発振器akH力が働

きます

(囲録音出力端子(REC)

ブフフゞツキのREC ('隶音)

瑞イとつなぎます エンコ

端十です

.源コードは全ての接続が終るまでコンセントにさし込まないでください。

.接続コードは、 R(右)、 L(左)チャンネルをまちがえずに、確実に接続してください。接続が不完全

ですと、音が出なかったり、雑音が発生したりする原因となります。

.コードをはずす場合は、必ずプラグを持ってはずしてください

●本機をカセットデッキRD500(別売)に接続した場合の例

チューナー(別売)

Φ再生入力端子(PB)
ブフフJツキの PLAY (再生)

OUT端 fとつなぎます。デコ

端子です

伯電源コンセント
AC I0OV をとれるコンセントです
スーノ、 コ'ー

SUPER D ユニットの電源スイッチに関係

なく、10OWまでの機器に電源を供給できます

またはLINE IN

ダーからの出力

R

ノイ

Φ電源コード

電源はAC I0OV,50HZ/60HZのコンセント

につなぎます。

イノ

000

力

00

00

または LINE

ダーへの人力

ノイ

O n o

アンプ偶1」売)

0

0
00

L

「-TAPE-1
REC

.L

R

PB

レコードプレーヤー(男1」売)

回1
カセットデッキ RD 500(男11売)

゜四、゜^
.朋ι..0

本機

IN() OUΥ力)

",●含
^

LINE (ライン)

'班肋1

REC(

APE(デッキ)

0^00 000000◎《》

'碓助1
0

R

出力)

L

PB(

0
倉
▼

0
,
▼
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接続のしかた

●本機とりバーブ・マシンDCM-03(別売)およびグラフィックコントローラDCG-1(別売)

とを組み合わせた例

000

アンプ(別売)

0
0
00

00

00

「-TAPEη
REC

0Ⅱ0

チューナー(男1」売)

PB

回j
00000

000 00

LINE TAPE

・■■■、良L

IN

E

顎
TA

RE

※もしテフフ'ツキの

グラフィックトーンコントローラ(男1」売)

DCG-1型

PB

00

リバーブ・マシン(別売)

DCM-03型

...

使し、かた

卸■

テ'コ

0^0 0 00000000

本機

キャリブレーションのとりかた

スーノ、一丁一

キャリブレーションは SU戸ER b ユニットとテーフデッキとのあいだのエンコード録音

ド再生時の基準レベル合せをするために行います

接続のしかた(5~6 ヘージ)に従ってそれぞれの機器を接続します。

カセットデッキ RD500(別売)

LE-EL L@R1"PUT

(番号順に操イ乍をしてください)

゜旺、゜,「H■、。。。。
朧..0.

キャリブレーションの前に、アンフの音量ツマミは、あらかじめ最小の位置にします

ツマミを上げておきますと lkHZのキャリブレーション信号でアンプに接続されたスビーカーを破損する

恐れがあります。

LINE (ライン)

IN (

R

^
^

()

OUT

R(

2電源スイッチを押してonにします。電源が入

りますと FLディスプレイレベルメーター内

の目盛か'照明されます。

カ)

TAPE(デッキ)

.

REC(録音出力)

R(右) L(左)

1'
.

3SUPER DユニットのSUPER D スイッチ

を on にし、 REC/PLAY /、イッチを reC にし

て、キャリブレーションスイッチをon じしま

よこのとき、 SUPER D ユニソトのREC

(録音ル,カ)端 fよ Vリ'凖レベル補}}がN',ま司

PB(再生入力)

R(右) L(左)

旦 0什

4テーフデッキを録音待機状態(録音ボタン・

再生ポタンとホーズボタンを押した状態)に

POWER

をボすように、テープデッキの録音レベル翻

整ツマミを調整します。

SUPER D

。券。券 0、

達しないj昜介は、テーフデッキの録音レベル,り司整

ツマミを最大の位誰に七ツトします。

尾尾阜

REC PLAY

1111111111111111111111 Ⅱ 111
ι ー,ー」ー.^

-20 10

1111111 Ⅱ 111111111111111111

CAL

盲冒.=盲

RD500の場合の例

.

目

3

'.■ 1-1〔^
.0 0

5

』一」ーー^

3 0
-1 -ー^

.

_「丁一ーー^=1.

6◎
開'§.・ 6

ーター

レコードプレーヤー

MIC MIX LEYεL L癌R

してテーフデッキの

,会じ6・

.

十
一

ー
}

'
 
5
 
'

0
0
今

ソ

、

ー
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仙いかた

5ホーズボタンを解除して約10秒間録音し、テーフをもとの位置に巻き戻します

6テーフデッキに出カレベル調整(OUTPUT)

ツマミがあるナ昜合は最大の位置にセットしま

す。
スーノC- テー

SUPER DユニットのREC/PLAY スイッ

チをPlayに切り換えます

R

7再生ボタンを押し、 5で録音した部分の再生

をしながら SUPER DユニットのFLディス

プレイレベルメーターのし(左)と R (右)が、

それぞれ"-5"dBをポすように再生レベルキ

ヤリブレーションボリュームの left(左)と

right (右を調整します

÷ブフプキが1司じものでしたら、度羽整した

ら、どのようなブーフをご使用になる場合でも開

整を変える必要はありません

LINE

RD500の場合の例

8キャリブレーションスイッチをoff にします

これでキ气,りプレーションは完了です

"瓦。券■

入カレベルの合わせかた

SUPER D

の LINE INから録音する場合
録音レベルはSUPER DユニットのLINE入カレベル調整ツマミで調整してください

SUPER DユニットのFLディスプレイレベルメーターが"0"dB を越えない程度に司哥整しま

ます。瞬問的に大きな入力が入り"+3"dBがときどき,点灯する程度であれは'録音状態にさしつ

つかえありません。

なお、レベルメーターはヒーク指示メーターになっていますので、従来の指針によるVU メ

ターでは指小できない瞬問的なハルス成分の多いイロ号が入ったときでも、忠実に尓します

※LINE IN のみから鉄音する場介は、'マイクをOdBの状態

はずしてください

111111111111111111 Ⅱ I H 1111

20 10
『 T

Π 1 Π 1111111111111111111111

REC PLAY

L癌・R

使いかた

●付属のマイナスドライバーで調整します

回転可能範囲は約300度です。

Ie,t

PLAY LEVEL

①
@

マイク

(三) MICから録音する場合
接続するマイクか、1本(モノラル)のナ昜合は、 L/mon0の端子に接続します。

LINE入カレベル調整ツマミは最小の位置にしておきます。

MIC入カレベル調整ツマミでマイクの入カレベルを調整します詔整するレベルはと同じ

です

※小さい音を録音するときは、マイクを音源に 1・分近づけ、 MIC入カレベル調整ツマミの位置がほぽ中央で

適正録音レベルになるようにすると良い録竒ができます

"

①

111111川111川111111Ⅲ111川111111"11111

゛'1^
10 520

."'ι

Ⅱ 11111111111111 Ⅱ 1111111111 Ⅱ 11111 川 11111

CAL

.on

即、

6

1111111 Ⅱ 1111111111111111 Ⅱ 11111 Ⅱ 1111111111 ^^
↓ ー^^-C'L-^ー^

35 3 0-20 10
ー'ι ーーT^ーー冒^

川111Ⅱ1111111ⅡⅡⅡⅡ11"1Ⅱ1Ⅱ11111111Ⅱ1^^

+3dBの状態

0

@ミキシング録音する場合
接続するマイクか'1本マイクのみモノラル)のナ昜合は、 L/mon0 の端 fに接紕します MIC

およびLINE入カレベル調整ツマミで適度なミキシングにし、羽整するレベルはと同じで

す MIC INPUT LEVEL UNE

3 5
丁一ーーー,

ご注,、 5:ドルビーイ、1きのテーフデッキを使1"して、 SUPER D "on"で鉄音・"i生するj昜合は、デッキの

ドルビースイッチは必ずOFF にしてください

ご注,、 6:ブーフを消去する場介は、 SUPER D スイッチを off にし、マイクをは、ず'し、 MIC 力よびLINE

IN入カレベル調整ツマミを 0 にして行なてください

ご注,、フ:ノイズが高い録音ソースを SUPER D録斉したj昜合、ノイズ成分もエンコードされるため、 h

動頭出し機構をそなえたテーフデッキで再生した場合、自動頭出し機枇が正常に働かないことがあります

MPX Filter◇ヒント 1

FM放送を録音するときは、 19kH2のMPX

(マルチフレックス)信号による SUPER D

の誤動作を防ぐために、 MPXフィルタース

イッチを on にしてください

マイク(別売)

On

0什

L mono

5

MIC

MIC

十

L癌・R

4 6

3 7

2 8

1 9

ご注,、 1:キヘ,りブレーションがすんだ後、テープデッヤのMICやLINE 人ノJ レベル朋整ツマミにはさわら

ないでください。 1川わしますと、せっかくとったキベりブレーションか'死)てしまいまよ

INPUT

マイク(別売)

向

ご注,、 2:テープデソキのへッドホーンジヘ・ツクでモニターしますと、エンコードU1二紺)された信号を1ⅡK

ことになります。正しい音をお1捌きになりたいときは、アンフのSOURCE またはTAPEホジションでモ

ターしてくメごさい^

MIC

LEVEL

L

INPUT LEVEL

ご注,、 3: SUPER D 録高しているとき、テーフデッキのレベルメーターはエンコードU上粋D された信片

で振れていまよブーフデッキのメーターがVU メーターのとき、また応答の遅いメーターのときには針

の振れが少ないことがありますが、 SUPER D1暴音ではじゅうぶんSN比がとれます。

ご注,、 4: SUPER D "on"で鉄音されたテーフは、必ずSUPER D "on"で再生してください Hヲ臣'示

禽されオ・ブーフはSUPER D "off"で再牛してください
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1吏いかた

ヒント2

ブストレコードをお持ちの方は 5Cm/sec/」く平の lkH7,フ'ス

ナーをお排ちのノjは50%変司目の信号を録音して、 SUPER

が 5dBイ、j近を水すように LINE入カレベル調整ツマミ

司、

■録音のしかた

キャリブレーションと録音レベルの調整が終りましたら、テーフデソキを録音状態にして録音を開

始します本機のREC PLAY スィソチは"rec"にしておきます

■再生のしかた

テーフフゞキを再生状態にします.再生レベルの翻整はテーフデッキの出力調整ツマミではなく、

アンフの音量調整ツマミで1丁ってください
スーノ、丁一゛

再生のとき SubER 6ユニットのREC/PLAY スィッチは必ずPlayの位置にします

■S0戸ER bをバイパスさせて使うこともできます。
SUPER Dユニットを1妾続したまま SUPER Dの回路を通さずに】轡通に録音したり、阿生よると

きには、 SUPER Dスィッチをoff に切り換えてください。 SUPER D ユニットとは無関イ系に録

・再生することができます二巨二
日

ンをしておきますと、テープデッキの録音・再生モニターを SUPER D ユ・度キャリプレー
、^

ニットのFLディスプレイレベルメーターでも監視することができます SUPER Dユニノトを>欠の

順序で操作します

ト偏}}を、また、エアチェソク信ヌ}1人J蔵のチュー

DユニットのFLディスプレイレベルメーター

を'1目整しておくと、適止な鉄音レベルか'得られま

スプレイレベルメータ

トの入カレベル調整ツ

チもoffl、してオ'きます

10

1.

2.

電源ノ、イチを on にします

SUPER D スイソチを off にしま司

注: SUPER DスィッチがONのj昜合、ライン出力は自到珀勺に凋整されますが、 OFFのj昜口、

接絖されたテープデッキのライン出力は、そのまま止ぽす。従って、本機のライン印.力と

ブフデソキのライン出力が異るj昜合、 SUPER DスィッチをOFFにすれぱ、再生ル,力は

ONの場ノ>と異ることがあります。

キャリブレーションスイノチを0仟にしま司

録音のとキは、 REC PLAY スィッチを"rec"に、再牛のと苦は"play"1、 UJり換えま司

入カレベル調整ノマ人カレベルのil'1整をします

3.

4.

5.

<電源スイッチを0仟にした場合>でも、 SUPER Dユニ 1 のFLティ

は働きませんが、ブーフブッキのメーターを兒ながら SUPER D

ミで録音レベルを調整することができますこのj昜介SUPER D スィ

ヒント

SUPER Dはテープへの録音・再生の過程で生ずるヒスノイズなどを低減する装ですから、入力信号にすでし

に含まれてぃるノイズは減らせません SUPER Dの効果を最大に発揮させるため、の高いソースを選ぷよ

うにしましょう
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